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② H ＝ m

対策案として下記に示すように橋台前面に護岸を設けた案を提案する。 ： 鋼管杭φ500 L=14.00m n=40本

鋼管杭φ500 L=14.50m n=40本

③ ： H ＝

H ＝

： 鋼管杭φ800 L=17.50m n=12本

鋼管杭φ800 L=17.50m n=12本

： →
※約27,000千円のコストを削減することができる。

60,872 千円・概算工事費 87,760 千円

A2橋台 7.00

・基礎工 A1橋台

A2橋台

橋台の前面に護岸を設ける事で橋台本体が海水に直接浸からないため、塩害に対す
る耐久性が向上する事が期待できる。
（既設橋台は、前面に護岸がなく、直接海水に浸かる構造となっていて、たて壁前面
が剥離、剥落し鉄筋腐食が著しい）

修正した項目及び効果は下記の通りとなる。

7.00

A1橋台 10.50

A2橋台 10.50

・基礎工 A1橋台

A2橋台

・橋台高さ A1橋台

株式会社ｳｲﾝｸﾞ総合設計

橋台高が高く杭本数が多いため、施工性、経済性等の課題の残った設計完了済みの橋梁の修正設計を紹介します。

当初設計の照査を行った結果、杭本数が多い計
画となっている原因を下記の通り確認した。

橋台高さがH=10.500mと高いため、杭に作用する
反力が大きくなっている。

支持層となる島尻層泥岩（新里層）は杭先端極
限支持力度(qd)がA1橋台2500kN/㎡、A2橋台
2200kN/㎡と小さくなっている。

上記①、②より当初設計は杭の先端支持力が比
較的小さい地盤に杭に作用する反力が大きい橋
台を計画したため、結果として杭本数が多くなり、
経済性、施工性で課題を残す設計となっている。

当初設計で杭本数が増えている原因となっている橋台高(H=10.50m)を低くする案を提
案する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対
策案としては、河川や水路等に設ける橋台の場合に適用する規準となっている「河川
管理施設等構造令(社)日本河川協会」の第61条4項、堤防に設ける橋台の底面は堤
防の地盤に定着させるものとする。に準じて検討を行う。

・橋台高さ

橋台高さをH=10.50mからH=7.00mにする事によって杭に作用する反力が小さくなる。
その結果、杭本数を40本から12本に減らす事ができた。

設計・施工事例の紹介 橋梁下部工修正設計（下部工）

概 要
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現設計と修正設計との相違①

図－１ 当初設計 図－２ 修正設計

当初設計の照査結果 対策案の提案 修正設計内容

堤防天端幅は流

量が500 /s未満
の場合は3.00m

修正設計(H=7.00m)
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〒900-0004 沖縄県那覇市字銘苅180番地7 朝忠第二ビル4F

TEL：098-869-6700  FAX： 098-869-6703
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